
２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

網引学区まちづくり推進委員会 委員長 小原 一三 

  (問合せ先) ０８４７ー５２ー５５４０（網引交流館） 

事業内容 

◆地域まちづくり推進事業 

（１）スポーツ交流会（５月１日グラウンドゴルフ大会 約１００人 ，９月１８日ソフトボール大会約８０人） 

（２）公衆衛生活動事業 （「衛生だより」発行 毎月 ，３月５日 環境美化活動 御池の清掃 約３００人） 

（３）三世代交流と在宅高齢者及び一人暮らし高齢者訪問      （通年 ８福祉会 約１，２００人） 

（４）心肺蘇生法講習                               （９月２５日 網引交流館  約２０人） 

 (５) 文化財防火訓練                                (１月１５日 備後一宮吉備津神社 約３００人) 

（６）文化の発掘と継承（講演・探訪・小字看板） （１１月２７日 歴史ウォーキング桜山城址 約１４０人） 

（７）広報紙「自治会だより」発行                                                   （ 年６回 ） 

（８）パブリックギャラリーあびき                                 （通年 展示管理 網引交流館） 

（９）あびき夏まつり（悪疫退散花火）                   （９月１１日 網引小学校運動場 約３００人） 

（10）網引ふれあい祭り                         （１０月１６日 網引交流館周辺  約８００人） 

（11）あびきみまわり号によるパトロール活動                          （通年 学区内 約６００人） 

（12）ばら花壇づくり及び管理                               （通年 各ばら園 約８００人） 

（13）ごみ減量リサイクル活動                     （４月３日，７月１０日，１２月４日 約７５０人） 

（14）まちづくり推進委員会運営事業…通年 網引交流館 

 

成 果 

  新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため自粛した事業・活動もあったが，制約がある中でも協力し工 

夫しながら実施できた行事もあった。地域住民や各種団体も諸行事に参画することで連帯感が醸成され，ま 

た地域の課題に気づきそれを共有できたことは今後の学区の活性化や地域づくりに向けた意識を高めるこ 

とにつながった。 

 

課 題 

  継続的な課題であるが，各種団体などの役員の高齢化や固定化が顕著となっている。地域コミュニティの 

維持・活性化のためにも，多様な世代の参画と担い手づくりが急務となっている。 

   

課題解決にむけて 

  各種団体と連携し既存の事業の見直しや一体化等を進めるとともに，地域や時代のニーズに即した新たな 

事業を模索する中で多様な世代，特に若い世代が役員としても参加しやすい環境を整え，次代を担う人材育 

成につなげていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

グラウンドゴルフ大会 

ふれあい祭りでは，懐かしの

ボンネットﾊﾞｽが網引学区を

走ります！！ 

あびきＴシャツの文字は

一枚一枚手書きです♪ 

悪疫退散花火 



 

歴史ウォーキング 

山名洋通先生が網引の歴史

について教えてくれます！ 

ばら花壇コンクール

で特別賞を受賞！！ 

ばらボランティアのみなさん 

旅立ちの会 

文化財防火訓練 

（備後一宮吉備津神社） 

御池の清掃 

消防団による一斉放水 


